
行 政 報 告

議
会
活
動
日
誌

1
月
7
日�

県
町
村
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　

8
日�

第
1
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

10
日�

湯
沢
町
新
春
祝
詞
交
歓
会

　
　

16
日�

第
2
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会

�
 

湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
議
会
評
議
員
会
（
南
魚
沼
市
）

　
　

18
日�

沖
縄
県
恩
納
村
議
会
議
員
来
庁
（
視
察
研
修
）

　
　

21
日�

第
3
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

23
日�

 

湯
沢
町
・
南
魚
沼
市
議
会
評
議
員
会
「
国
県
要
望
会
」

　
　

29
日�

第
1
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

2
月
5
日�

第
1
回
議
員
全
体
協
議
会

　
　

7
日�

第
1
回
厚
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

13
日�

第
1
回
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

19
日�

新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
総
会
（
新
潟
市
）

　
　

21
日�

 

魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
（
八
色
園
）

　
　

26
日�

 

南
魚
沼
地
域
土
地
開
発
公
社
理
事
会
（
南
魚
沼
市
）

　
　

27
日�

 

南
魚
沼
職
業
能
力
開
発
運
営
協
議
会
理
事
会
（
南
魚
沼
市
）

　
　

28
日�

南
魚
沼
広
域
計
画
協
議
会

3
月
1
日�

第
1
回
議
会
運
営
委
員
会

�

第
4
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

2
日�

第
17
回
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
表
彰
式

　
　

5
日
～
21
日　

第
1
回
定
例
会
（
会
期
17
日
間
）

　
　

8
日�

湯
沢
中
学
校
第
53
回
卒
業
式

　
　

22
日�

小
学
校
卒
業
式

　
　

25
日�

新
潟
県
中
国
教
育
関
係
者
招
聘
事
業
説
明
会

　
　

26
日�

湯
沢
町
地
下
水
対
策
委
員
会

　
　

28
日�

第
2
回
議
会
運
営
委
員
会

�

第
2
回
臨
時
議
会

�

第
5
回
議
会
広
報
常
任
委
員
会

子
力
発
電
所
連
絡
会
を
設
置
し
、

定
期
的
に
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て

報
告
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
発
電

所
の
現
地
確
認
、
町
民
へ
の
損
害

賠
償
項
目
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

　

湯
沢
学
園
の
建
設
工
事
は
、
昨

年
12
月
下
旬
頃
か
ら
本
格
的
な
降

雪
期
に
入
っ
た
た
め
、
現
場
で
の

施
工
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

2
月
下
旬
か
ら
除
雪
作
業
で
現

場
の
作
業
を
再
開
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
安
全
を
最
優
先

と
し
て
、
平
成
26
年
４
月
の

小
・
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て

の
工
程
を
引
き
続
き
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
統
合
と
保
・

小
・
中
一
貫
教
育
等
に
向
け
た

ソ
フ
ト
関
連
作
業
も
、
統
合
実

行
委
員
会
の
中
で
学
校
教
職
員

や
保
育
園
職
員
等
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
項
目
に
わ
た
る
検
討
と
実

践
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
町
の
普
通
交
付

税
は
、
当
初
算
定
で
は
調
整
不
交

付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

先
月
成
立
し
た
国
の
補
正
予
算
に

お
い
て
、
こ
の
調
整
減
額
分
が
予

算
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
湯

沢
町
も
当
初
算
定
不
足
分
の

3
5
8
万
7
千
円
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
実
質
的
な
交
付
団
体

と
な
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ガ
ン
に
、
住
民
自
ら
の
責
任

と
役
割
を
持
ち
な
が
ら
行
動
・
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
策

定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
内
容
等
を
踏

ま
え
推
進
委
員
会
で
精
査
し
、
最

終
的
な
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

1
月
9
日
、
湯
沢
町
と
東
京
電

力
株
式
会
社
と
は
「
東
京
電
力
株

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
場
の
入

り
込
み
は
、
順
調
な
降
雪
に
恵
ま

れ
て
前
年
比
で
11
月
は
、

1
8
0
・
1
％
、
12
月
は
、
1
�1�

2
・
1
％
と
順
調
な
伸
び
を
示
し

ま
し
た
が
、
年
末
年
始
は
逆
に

94
・
8
％
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
1
月
は
持
ち
直
し
て
1
0
2
％

と
な
り
、
1
月
末
ま
で
の
入
り
込

み
総
数
は
、
1
、0
6
4
、5
3
0

人
で
前
年
比
は
1
0
5
・
3
％

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
震
災

前
の
2
0
1
0
年
シ
ー
ズ
ン
と

比
較
す
る
と
1
0
4
・
7
％
で
、

よ
う
や
く
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
結

果
と 

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

湯
沢
町
ス
キ
ー
伝
承
1
0
0
周

年
の
記
念
の
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
湯
沢
町
観
光
協
会
主
催
事

業
の
「
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ａ
Ｗ

Ａ 

12
ス
キ
ー
場
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
や
東
日
本
旅
客
鉄
道
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
越
後
湯
沢

駅
レ
ル
ヒ
さ
ん
装
飾
」
な
ど

様
々
な
1
0
0
周
年
記
念
事
業
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
健
康
づ
く
り
計
画
で
あ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
プ
ラ
ン
の
第
2

次
計
画
（
平
成
25
～
34
年
度
の
10

カ
年
計
画
）
の
素
案
を
、
現
在
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
中
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
「
自

然
を
大
事
に
人
に
や
さ
し
い
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
元
気
な
町
」
を
ス
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式
会
社
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

に
係
る
住
民
の
安
全
確
保
に
関
す

る
協
定
書
」
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
は
、
平
成
24
年
2

月
9
日
に
締
結
し
た
東
京
電
力
柏

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る

緊
急
時
の
事
故
等
の
通
報
連
絡
に

関
す
る
協
定
書
に
、
平
常
時
に
お

け
る
相
互
の
連
携
を
図
る
た
め
、

柏
崎
刈
羽
を
除
く
28
市
町
村
と
原
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